
安
全
判
断
先
遺
り
一＝
創
饉
田
生
力
絲
岬
糊

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故
に
伴
う
除
染
で
出
た
汚
染
土

を
巡
り
、
環
境
省
の
検
討
会
が
再
利
用
の
方
針
を
決
め
た
際
、

法
定
の
安
全
基
準
ま
で
放
射
能
濃
度
が
減
る
の
に
１
７
０
年
か

か
る
と
の
試
算
を
非
公
開
会
合
で
示
さ
れ
な
が
ら
、
長
期
管
理

の
可
否
判
断
を
先
送
り
し
て
い
た
こ
と
が
分
か

っ
た
。
環
境
省

は
汚
染
土
を
道
路
の
盛
り
土
な
ど
に
再
利
用
し
、
コ
ン
ク
リ
ト

■
で
な
テ
こ
と
な
ど

，
放
射
績
を
懸
麟
す
る
と
し
て
い
る
が
ヽ

非
公
開
会
合
で
は
盛
り
土
の
耐
用
年
数
を
７０
年
と
提
示
。
道
路

の
供
用
終
了
後
も
１
０
０
年
間
の
管
理
が
必
要
で
、
専
門
家
は

「隔
離
も
せ
ず
に
計
１
７
０
年
も
の
管
理
を
で
き
る
は
ず
が
な

い
」
と
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。
　

（社
会
面
に
関
連
記
事
）

る
た
め
環
境
省
が
設
置
し
た

「中
間
貯
蔵
除
去
土
壌
等
の
減

容
“
再
生
利
用
技
術
開
発
戦
略

検
討
会
」
の
下
部
組
織
で
、
メ

ン
バ
ー
は
一
部
重
な
る
。

毎
日
新
聞
が
入
手
し
た
Ｗ
Ｇ

の
内
部
資
料
に
よ
る
と
、
１
～

５
月
に
６
回
開
か
れ
、
放
射
線

の
専
門
家
ら
委
員
８
人
と
環
境

省
や
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機

構

（Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
の
担
当
者
ら

計
２０
人
余
が
出
席
し
た
。
原
子

炉
等
規
制
法
は
原
発
解
体
で
生

じ
る
金
属
な
ど
の

「安
全
に
再

利
用
で
き
る
基
準
」

（ク
リ
ア

ラ
ン
ス
レ
ベ
ル
）
を
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
ー
♂
当
た
り
１
０
０
”

以
下
と
定
め
る
一
方
、
事
故
後

成
立
し
た
放
射
性
物
質
汚
染
対

処
特
別
措
置
法
は

，８０
０
０
珍

超
を
指
定
廃
棄
物
と
し
、
同
珍

以
下
を

「問
題
な
く
廃
棄
処
理

で
き
る
基
準
」
と
規
定
。
Ｗ
Ｇ

は
こ
の
８
０
０
０
珍
を
汚
染
土

再
利
用
の
上
限
値
と
す
る
た
め

の

「理
論
武
装
」
六
Ｗ
Ｇ
委
員

長
の
佐
藤
努
北
海
道
大
教
授
）

の
場
と
な
っ
た
Ю

環
境
省
は
汚
染
土
を
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
覆
う
こ
と
な
ど
で

「放
射
線
量
は
ク
リ
ア
ラ
ン
ス

レ
ベ
ル
と
同
程
度
に
抑
え
ら
れ

る
」
と
し
て
道
路
の
盛
り
土
や

防
潮
堤
な
ど
公
共
工
事
に
再
利

用
す
る
計
画
を
発
案
。
１
月
２７

日
の
第
２
回
Ｗ
Ｇ
会
合
で
、
委

こ
の
非
公
開
会
合
は

「放
射

線
影
響
安
全
性
評
価
検
討
ワ
■

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
と

ヽ

汚
染
土
の
減
容
や
再
利
用
を
図
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除
染
に
よ
る
汚
染
土

一ｍ
５
一一一
鴻
鵜
別
数
配
詢
剛
燎
緬
貶
躯
暉
胸

下 っ
け
蹄
諫
趾
飩
誇
秒

て
い
る
ほ
か
、
自
治
体
な
ど
が
設
置
し
た
仮
置
き
場
で
集
積
保
管

さ
れ
て
い
る
。
推
計
で
最
大
２
２
０
０
万
立
方
厨

（東
京
ド
ー
ム

‐８
個
分
）
と
さ
れ
る
福
島
県
内
分
は
双
葉
、
大
熊
両
町
に
整
備
中

の
中
間
貯
蔵
施
設
で
最
長
３０
年
間
保
管
後
、
県
外
で
最
終
処
分
す

る
方
針
だ
が
、
処
分
先
な
ど
は
未
定
。
福
島
県
外
で
は
栃
木
、
千

葉
な
ど
７
県
で
計
約
３‐

。
５
万
立
方
房
が
昨
年
９
月
末
時
点
で
保

管
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
取
り
扱
い
は
決
ま

っ
て
い
な
い
。

一員
か
ら

「問
題
は

（道
路
な
ど

の
）
供
用
後
。
自
由
に
掘
り
返

し
て
い
い
と
な
る
と

（再
利
用

の
上
限
は
）厳
し
い
値
に
な
る
」

と
の
指
摘
が
出
た
。
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ

の
担
当
者
は

「例
え
ば
５
０
０

０
珍

（の
汚
染
土
）
を
再
利
用

す
れ
ば
１
０
０
珍
ま
で
減
衰
す

る
の
に
１
７
０
年
。
盛
り
土
の

耐
用
年
数
は
７０
年
と
い
う
指
標

が
あ
り
、
供
用
中
と
供
用
後
で

１
７
０
年
管
理
す
る
こ
と
に
な

る
」
と
の
試
算
を
提
示
し
た
。

そ
の
後
、
管
理
期
間
を
巡
る

議
論
は
深
ま
ら
な
い
ま
ま
、
上

部
組
織
の
戦
略
検
討
会
は
８
０

０
０
”
を
上
限
と
し
て
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
覆
う
場
合
は
６
０

０
０
”
以
下
、
植
栽
し
た
盛
り

土
の
場
合
は
５
０
０
０
珍
以
下

な
ど
用
途
ご
と
に
目
安
を
示
し

て
再
利
用
を
今
月
７
日
に
了
承

し
た
。
環
境
省
は
年
内
に
も
福

島
県
内
の
仮
置
き
場
で
濃
度

の
異
な
る
汚
染
土
を
使
っ
て

盛
り
土
を
作
り
、
線
量
を
測
る

実
証
実
験
を
始
め
る
と
し
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
・

戦
略
検
討
会
の
委
員
を
兼
ね

る
Ｗ
Ｇ
の
佐
藤
委
員
長
は
管
理

期
間
１
７
０
年
の
試
算
を
認
め

た
上
で
、

「議
論
は
し
た
が
何

も
決
ま
っ
て
い
な
い
。
今
回
は

再
利
用
の
入
り
回
の
考
え
方
を

示
し
た
も
の
で
、

（１
７
０
年

の
管
理
が
）
現
実
的
か
ど
う
か

は
今
後
検
討
す
る
」
と
し
た
。

環
境
省
除
染
・
中
間
貯
蔵
企

画
調
整
チ
ー
ム
長
だ
っ
た
小
野

洋
氏

（６
月
１７
日
異
動
）
は
、

「最
後
ど
う
す
る
か
ま
で
は
詰

め
切
れ
て
い
な
い
が
、
そ
こ
は

環
境
省
が
責
任
を
持
つ
」
と
述

べ
た
¨
同
じ
検
討
会
の
下
に
設

捨
て
て
い
る
だ
け

熊
本
一
規
・
明
治
学
院
大
教

授

（環
境
政
策
）
の
話
　
汚
染

管
理
は
、
一
般
人
を
立
ち
入
ら

せ
な
い
こ
と
や
汚
染
物
が
埋
ま

っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
な

ど
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
必

要
だ
。
道
路
な
ど
公
共
物
に
使

置
さ
れ
土
木
学
会
を
中
心
と
し

た
別
の
Ｗ
Ｇ
で
は
汚
染
土
再
利

用
に
つ
い
て

「ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
ー

（最
終
段
階
ま
で
追
跡

可
能
な
状
態
）
の
確
保
は
決
し

て
容
易
で
は
な
い
」
と
の
見
解

が
示
さ
れ
て
い
る
。【日

野
行
介
】

い
な
が
ら
１
７
０
年
間
も
管
理

す
る
の
は
あ
ま
り
に
非
現
実

的
。

７０
年
の
耐
用
年
数
と
も
矛

盾
す
る
。

こ
の
よ
う
な
措
置
は
管
理
に

当
た
ら
な
い
し
、
責
任
を
取
ら

な
い
と
言
っ
て
い
る
に
等
し

い
。
実
態
と
し
て
は
捨
て
て
い

る
だ
け
だ
。


